
台
風
な
ど
が
招
く
二
次
災
害 

台
風
被
害
が
恐
い
の
は
、
風
水

害
だ
け
で
な
く
、
土
砂
災
害
を
引

き
起
こ
す
こ
と
で
す
。
急
傾
斜
の

山
が
多
い
日
本
は
台
風
や
大
雨
、

地
震
な
ど
が
引
き
金
と
な
っ
て
、

が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
、
土
石
流

な
ど
の
二
次
災
害
が
発
生
し
や
す

い
環
境
に
あ
り
ま
す
。 

土
砂
災
害
は
尊
い
生
命
や
家
屋

な
ど
の
貴
重
な
財
産
を
一
瞬
に
し

て
奪
う
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
す
。
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
は
一
人
ひ
と
り
が
土
砂
災
害
か

ら
身
を
守
れ
る
よ
う
に
備
え
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

危
険
箇
所
は
全
国
で
７
０
万 

土
砂
災
害
は
年
平
均
１
５
０
０

件
発
生
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
現
在
も
全
国
で
７
０
万
箇
所

が
危
険
箇
所
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
は
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

第
１
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
住
ん
で

い
る
場
所
が
土
砂
災
害
危
険
箇
所

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
」
こ
と
で

す
。
市
区
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
国
土
交
通
省
の
「
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
な
ど

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

第
２
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
雨
が
降

り
出
し
た
ら
土
砂
災
害
警
戒
情
報

に
注
意
す
る
」
こ
と
で
す
。
気
象

庁
や
各
都
道
府
県
の
砂
防
課
な
ど

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
で
も
発

表
さ
れ
ま
す
。 

第
３
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
警
戒
レ

ベ
ル
４
ま
で
に
全
員
避
難
す
る
」

こ
と
で
す
。
避
難
指
示
が
発
令
さ

れ
て
い
な
く
て
も
、
キ
キ
ク
ル

（
危
険
度
分
布
）
な
ど
を
参
考
に

し
、
家
族
・
親
戚
や
地
域
内
の

方
々
に
声
を
か
け
あ
い
、
早
め
に

近
く
の
避
難
場
所
な
ど
、
安
全
な

場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。 
土
砂

災
害
の
多
く
は
木
造
の
１
階
に
集

中
し
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
避

難
場
所
へ
の
移
動
が
困
難
な
と
き

に
は
、
近
く
の
頑
丈
な
建
物
の
で

き
る
だ
け
高
層
階
に
緊
急
避
難
し

ま
し
ょ
う
。 

前
兆
現
象
に
も
注
意
を
払
う 

土
砂
災
害
を
発
生
さ
せ
る
現
象

に
は
、
「
が
け
崩
れ
」
や
「
地
す

べ

り
」
「
土

石

流
」
な

ど

が

あ

り
、
発
生
す
る
と
き
に
は
、
な
ん

ら
か
の
前
兆
現
象
が
現
れ
る
の

で
、
日
ご
ろ
か
ら
注
意
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。 

【
が
け
崩
れ
の
前
兆
現
象
】 

・
が
け
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る 

・
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
て
く 

 
 

 
 

 

る ・
が
け
か
ら
水
が
湧
き
出
る 

・
湧
き
水
が
止
ま
る 

・
湧
き
水
が
濁
る 

・
地
鳴
り
が
す
る
。 

【
地
滑
り
の
前
兆
現
象
】 

・
地
面
が
ひ
び
割
れ
た
り
陥
没
し 

た
り
す
る 

・
が
け
や
斜
面
か
ら
水
が
噴
出
す 

・
井
戸
や
沢
の
水
が
濁
る 

・
地
鳴
り
が
す
る 

・
樹
木
が
傾
く 

・
亀
裂
や
段
差
が
発
生
す
る
。

【
土
石
流
の
前
兆
現
象
】 

 

・
山
鳴
り
が
す
る 

・
急
に
川
の
水
が
濁
り
、
流
木
が 

 
 

 

混
ざ
り
始
め
る 

・
腐
っ
た
土
の
匂
い
が
す
る 

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川

の
水
位
が
下
が
る
。 

・
立
木
が
裂
け
る
音
や
石
が
ぶ
つ

か
り
合
う
音
が
聞
こ
え
る  

 

皆
さ
ん
も
自
分
の
地
域
の
危
険

な
場
所
を
確
認
し
た
り
、
避
難
場

所
ま
で
の
経
路
を
歩
い
て
み
た
り

す
る
な
ど
、
万
が
一
の
事
態
に
備

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。  
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 みなさまの可愛いペットの紹介をしています。    

 載せてみたい方は、弊社のスタッフまたは、メールにて写真と紹介項目を書いて応募ください。 

メールアドレス   info@amuse-ami.net    

 飼い主 しもこ様                        

 住 所 いわき市 

              「 今は苦手 」     郡山市 ミルワーム様           

 昔は平気だったのに、年を取ったら苦手になっ

てしまったものがあります。『虫』です。 

 カブトムシ、クワガタといった人気者から、カ

マキリやヤママユ(手のひらよりデカイ蛾)まで、

捕まえていましたが、大人になったら全くダメ。

毛虫も素手でいけちゃうわんぱく小僧だったはず

が…。 

 ここ数年、見かける種類が減ったなと思ってい

ましたが、環境の変化が大きいようです。 

街の灯りはすっかりLEDに置き換わりましたが、

LEDには紫外線が尐なく虫が集まりません。気温

が35℃を超えると大抵の虫は動きが鈍くなり、

40℃を超えるとゴキブリでも死んでしまうそう。 

 虫にとっても生きづらい世の中になってきてい

るのでしょうか。 

・名 前  ショコラ 

      きなこ       

・性 別  男の子                

・年 齢  ２歳    

・体 重   ヒミツ 

  

 人間の言葉を理解している

態度で飼い主はメロメロ♡ 

大切な大好きな家族です。 

ショコラ、きなこのコメント 

「チ ュ ー ル と カ リ カ リ 棒           

募集中‼」 



 

冷
蔵
庫
の
便
利
な
常
備
品
の
代
表
の

卵
。
ま
ろ
や
か
な
卵
と
野
菜
を
合
わ
せ
た

一
皿
な
ら
、
お
酒
に
も
ご
飯
に
も
相
性

ピ
ッ
タ
リ
。
具
が
た
っ
ぷ
り
だ
か
ら
一
品

で
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点 

。 

①
キ
ャ
ベ
ツ
は
１
㎝
幅
に
切
り
、
油
揚
げ

は
１
㎝
角
切
り
、
し
い
た
け
は
軸
を
取
り

薄
切
り
、
た
け
の
こ
も
薄
切
り
に
す
る
。 

②
ね
ぎ
は
斜
め
薄
切
り
に
す
る
。
カ
ニ
缶

は
汁
を
軽
く
き
っ
て
、
軟
骨
が
あ
れ
ば
取

り
除
い
て
お
く
。 

③
卵
を
と
い
て
お
く
。 

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、
①
の
材
料

を
入
れ
、
し
ん
な
り
す
る
ま
で
中
火

で
炒
め
る
。
ね
ぎ
と
カ
ニ
缶
を
加

え
て
炒
め
合
わ
せ
て
、
と
き
卵

を
流
し
い
れ
る
。
軽
く
か
き
混

ぜ
な
が
ら
火
を
通
し
、
裏
返
し

て
固
ま
る
ま
で
焼
く
。 

          

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
北
海
道
新
幹
線
を
函

館
か
ら
札
幌
ま
で
延
伸
す
る
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
着
手
し
て
き
ま
し
た
が
、

大
き
な
問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。
青
函
ト

ン
ネ
ル
は
新
幹
線
と
貨
物
列
車
の
共
用
で

す
が
、
貨
物
列
車
が
走
行
す
る
こ
と
で
新

幹
線
の
速
度
が
遅
く
な
る
た
め
、
東
京
～

札
幌
間
を
４
時
間
台
で
結
び
た
い
Ｊ
Ｒ
各

社
は
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
内
の
貨
物
列
車
走

行
を
終
了
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
困
る
Ｊ
Ｒ
貨
物
で
は
「
貨
物

新
幹
線
」
の
導
入
計
画
を
正
式
に
発
表
し

ま
し
た
。
専
用
の
貨
物
新
幹
線
車
両
を
開

発
し
、
既
存
の
新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
て
高
速
貨
物
輸
送
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

新
幹
線
の
貨
物
運
行
は
、
貨
物
列
車
と

旅
客
列
車
を
同
時
に
安
全
に
運
行
さ
せ
る

た
め
の
綿
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
必

要
で
す
。
運
行
時
間
帯
や
貨
物
の
積

み
下
ろ
し
速
度
を
最
適
化
す
る
技
術

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

⑤
Ａ
を
小
鍋
に
入
れ
、
混
ぜ
な
が
ら
と
ろ

み
が
つ
く
ま
で
火
を
通
す
。
④
を
皿
に
移

し
、
あ
ん
を
か
け
る
。 

【
ポ
イ
ン
ト
メ
モ
】 

カ
ニ
缶
を
飾
り
用
に
残
し
て
お
き
、
盛
り

付
け
る
と
華
や
か
に
な
り
ま
す
。 

お
好
み
で
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
や
青
ネ
ギ
を

ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。 

【４ 人 分】

・キャベツ …………… 200ｇ 

・油揚げ  ……………  ２枚 

・しいたけ ……………  ２個 

・ゆでたけのこ ………  50ｇ  

・ねぎ   ……………  1/3本 

・カニ缶  ……………   １缶 

・サラダ油 ………  大さじ２  

・卵    ……………  ４個 

Ａ・水  ………… 1/3カップ 

 ・酢   ………… 大さじ1 

  ・しょうゆ …  大さじ1/2             

 ・片栗粉 ……… 大さじ1/2 

 ・砂糖  ……… 小さじ1/2 

  ・鶏ｶﾞﾗｽｰﾌﾟの素…小さじ1/3 

 ・ごま油 …………  少々 

 

                
 

           

最
近
よ
く
耳
に
す
る
「
サ
ブ
ス
ク
」
。

こ
の
正
式
名
称
は
「
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
」
と
言
い
、
簡
単
に
言
え
ば

定
額
料
金
を
支
払
う
こ
と
で
一
定
期
間

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
言
い
ま

す
。
こ
ん
な
「
サ
ブ
ス
ク
」
も
、
現
在
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
洋
服

も
月
額
で
レ
ン
タ
ル
で
き
る
「
洋
服
の
サ

ブ
ス
ク
サ
ー
ビ
ス
」
も
多
数
登
場
し
て
い

ま
す
。 

洋
服
の
サ
ブ
ス
ク
の
大
半
は
、
月
額
料

金
制
と
な
っ
て
お
り
、
金
額
設
定
は
サ
ー

ビ
ス
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
お
お

よ
そ
１
万
円
か
ら
１
万
５
千
円
が
相
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
洋
服
に
２
～
５
万

円
ほ
ど
か
け
て
い
る
人
か
ら
す
れ
ば
、

色
々
な
洋
服
を
借
り
ら
れ
て
、
月
額
１
万

円
程
度
で
済
む
と
な
れ
ば
、
か
な
り
お
得

で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
い
い
と
こ
ろ

は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
困
ら
な
い

点
で
、
仕
事
や
家
事
で
洋
服
を
買
い

に
行
く
時
間
が
な
い
人
に
と
っ
て

は
、
か
な
り
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。  



 

第213回 

 

今
回
は
、
塩
原
温
泉
、
１
１
湯
の

一
つ
、
塩
の
湯
温
泉
「
柏
屋
旅
館
」

に
行
く
こ
と
に
し
た
。
ア
ミ
ゼ
か

ら
は
９
９
㎞
、
所
要
時
間
は
高
速

道
路
を
利
用
し
て
１
時
間
３
０
分

位
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
は
近
い

温
泉
地
で
も
あ
り
、
塩
原
温
泉
は

幾
度
と
な
く
訪
れ
て
い
る
地
域
で

あ
る
。 

 

塩
の
湯
温
泉
は
他
に
明
賀
屋
本

館
、
ち
ょ
っ
と
高
級
な
蓮
月
が
あ

る
。
以
前
、
予
約
を
申
し
込
ん
だ
こ

と
が
あ
る
が
、
台
風
と
相
ま
っ
て

キ
ャ
ン
セ
ル
を
し
た
経
緯
が
あ

り
、
こ
こ
が
ま
だ
訪
ね
て
い
な

か
っ
た
宿
で
あ
る
。 

 

今
回
は
天
候
に
は
恵
ま
れ
す
ぎ

て
、
塩
原
と
い
え
ど
も
３
５
度
を

超
え
る
真
夏
の
日
と
な
っ
た
。 

 

塩
の
湯
温
泉
「
柏
屋
旅
館
」
は
、 

建
物
は
大
分
年
季
が
入
っ
て
い
る

レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
で
あ
る
。
フ
ロ

ン
ト
も
私
と
同
じ
く
、
年
季
の

入
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
迎
え
て

く
れ
る
。
ど
う
や
ら
家
族
経
営
で

運
営
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

推
定
五
百
万
年
前
と
い
う
岩
塩

を
多
く
含
む
、
源
泉
１
０
０
％
か

け
流
し
の
温
泉
で
あ
る
。 

６
つ
の
貸
切
露
天
風
呂
が
あ
り
、

宿
泊
客
は
全
て
を
無
料
で
利
用
す

る
こ
と
が
出
来
る
。 

 

感
動
し
た
の
は
、
鹿
股
川
に
一

番
近
い
露
天
風
呂 

（
ら
い
て
い
の

湯
）
で
、
８
８
段
の
階
段
を
下
り
て

行
き
、
上
流
の
方
向
を
眺
め
な
が

ら
浸
る
こ
と
が
で
き
、
な
ん
と
も

絶
景
で
絵
画
の
よ
う
で
あ
る
。 

脚
が
丈
夫
で
な
い
と
無
理
な
の
で

自
信
の
な
い
方
は
、
階
段
の
無
い

露
天
風
呂
も
あ
る
の
で
そ
ち
ら
を

お
勧
め
す
る
。 

 

自
然
の
緑
と
渓
流
を
白
い
飛
沣
を

上
げ
な
が
ら
流
れ
る
音
、
鹿
股
川

を
眺
め
な
が
ら
の
湯
浴
み
は
絶
景

で
あ
り
、
露
天
風
呂
の
最
高
の
醍

醐
味
で
あ
る
。
そ
の
他
の
貸
切
露

天
風
呂
も
大
き
く
は
な
い
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
。 

 

 

温
泉
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
ど
ん

な
食
事
が
出
る
の
か
楽
し
み
と
な

る
。
料
金
も
高
く
な
く
、
満
足
の
料

理
を
出
し
て
く
れ
る
が
、
チ
ョ
ッ
ト

変
わ
っ
た
雰
囲
気
が
あ
る
。 

な
ん
と
、
料
理
は
接
待
好
き
と
い
う

若
旦
那
が
運
ん
で
く
れ
る
の
で
あ

る
。
料
理
、
地
域
の
自
然
の
特
徴
な

ど
を
説
明
し
、
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
運
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。 

 

時
に
は
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
で
料
理

場
に
消
え
て
い
く
の
で
あ
る
。 

奥
様
が
料
理
担
当
で
、
若
旦
那
が
お

客
様
担
当
な
の
か
な
・
・
・ 

 

建
物
全
体
は
年
季
が
入
り
レ
ト

ロ
調
、
ク
リ
ン
ネ
ス
も
い
ま
い
ち
だ

が
、
こ
れ
も
家
族
経
営
で
人
手
丌
足

で
精
一
杯
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て

し
ま
う
。 

し
か
し
、
部
屋
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
て
い
て
と
っ
て
も
綺
麗
で
あ

る
。 

 

翌
日
は
、
塩
原
・
那
頇
地
域
に

行
っ
た
時
に
は
定
番
と
な
っ
た
、
那

頇
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
の
近
く
に
あ

る
「
ペ
ニ
ー
レ
イ
ン
」
で
食
事
を
し

て
帰
る
こ
と
に
し
た
。
焼
き
た
て
の

パ
ン
と
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
グ
ッ
ズ
で
固

め
ら
れ
、B

G
M

も
全
て
ビ
ー
ト
ル

ズ
と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
。 

 

驚
く
こ
と
に
１
１
時
頃
と
い
う

の
に
広
い
駐
車
場
は
順
番
待
ち
の

車
で
渋
滞
し
て
い
た
。
車
の
ナ
ン

バ
ー
を
見
て
も
大
分
遠
隔
地
か
ら

き
て
い
る
車
も
多
く
目
立
つ
。 

森
の
中
の
大
都
会
と
い
っ
た
感
じ

で
あ
る
。 

 

屋
外
は
自
然
の
林
が
木
陰
を

作
っ
て
い
る
ウ
ッ
ト
デ
ッ
キ
で
食

事
を
楽
し
む
こ
と
も
出
来
る
。 

 

ビ
ー
ト
ル
ズ
や
行
列
の
で
き
る

レ
ス
ト
ラ
ン
に
関
心
の
あ
る
方
は

是
非
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

  

栃
木
県
那
頇
塩
原
市
塩
原
３
６
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        塩の湯温泉   柏屋旅館 

  栃木県塩原温泉 



光線過敏症とは、日光が引き金となって皮膚のかゆ

み、発疹、発赤、炎症などが生じる病気です。 通常の

人では問題にならない程度の日光を浴びるだけで、か

ゆみや湿疹などの症状が出るものを指します。同じ太

陽光線でも、赤外線や可視光線は肌への影響が尐ない

のに対し、紫外線は日焼けや肌老化などを招きます。 

●光線過敏症の原因 

薬剤や食品、化学物質などが原因の場合、その数は

100種類以上にも及び、これらの物質を口から摂取し

たり、皮膚に塗ることで紫外線による皮膚への刺激を

強くしたり、光によるアレルギー反応を引き起こした

りすることで皮膚症状が現れるようになります。  

何らかの病気によって光線過敏症が引き起こされる

こともあり、原因となるものには遺伝性疾患、代謝性

疾患、膠原病などがあります。  

●日光浴びた部分の炎症症状 

光線過敏症には、症状の特徴によっていくつかの種

類があります。  

日光蕁麻疹：日光を浴びてから数分程度で蕁麻疹の

ような大きくて赤い、かゆみを伴う発疹が現れます。 

蕁麻疹の範囲が広い場合は、頭痛や吐き気など皮膚以

外の症状が現れることもあります。  

光毒性光線過敏症：日光を浴びた皮膚に痛み、発

赤、炎症、皮膚の変色（褐色や青灰色）などの日焼け

と似た症状が現れます。  

光アレルギー性光線過敏症：特定の薬剤や化学物質

に接触した後に日光を浴びることでアレルギー反応が

起こります。発赤や鱗屑と呼ばれるうろこ状のくず、

かゆみ、蕁麻疹に似た水疱や斑点などが現れます。 

多形日光疹：光線過敏症の中でも丌明点が多いもの

の1つで、日光を浴びた部位にかゆみのある赤みや発

疹、水ぶくれのようなものができます。原因は丌明で

すが、女性や日に当たる機会の尐ない人にみられるこ

とが多いです。 

●治療と予防 

光線過敏症が病気によるものである場合は、原因疾

患の治療を行うことで症状が改善することもありま

す。しかし遺伝性疾患などは治療法がなく、場合に

よっては生涯にわたって光線過敏症を防ぐ対策が必要

になります。治療は対症療法が中心です。かゆみや発

疹などにはステロイド剤を中心に外用薬が処方されま

す。また、日光をできるだけ避けるようにも指導され

ます。 

発症や再発を予防するためには、紫外線を極力避け

ることが最大の対策です。曇りや雨のときも紫外線は

届くので要注意です。地表からの照り返しや目から入

る紫外線、ガラス越しの日光などにも油断しないよう

にしましょう。 

   アミゼの森の生物多様性  

アミゼの森では、絶滅危惧種と言われる野生の植

物（キンラン・ギンラン・クマガイソウ）などの、

保護と増殖に努めています。また、ミツバチを飼

い、山地生態系の保全にも努めています。 

今年のミツバチは、今までにない連日の暑さのせ

いか、尐し元気を欠いています。 

夏は花の種類も尐なくなり、ミツバチにとっても

苦難の季節となります。 

そこで、すぐには間に合わないのですが、杉の林

を伐採した所にミツバチが喜ぶ、ビービーツリーを

試験的に５本ほど植えてみました。毎年尐しずつ植

えて増やしていきます。 

ニセアカシヤは５～６月ごろ咲くのですが、蜜源

樹木として先行して植えてきましたので、本数も大

分増えてきました。また、自然にこぼれた種から自

然発芽してきますので、小さい苗を掘り起こし、ア

ミゼの森にバランスよく植え付けています。 

ミツバチが元気になり、沢山のハチミツを集めて

くれることを期待しています。 

           ㈱アミゼ 会長 根本保雄 
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         ◆ハウスケア事業部 

           ◆丌用品整理・遺品整理事業部 

                           ◆一般・産業廃棄物収集運搬処理事業部      

         ◆通信販売事業部  ◆リユースショップ「なんだかんだ」    

 ・会社の場所    本  社 〒963-3314 福島県田村郡小野町大字塩庭字大六１８ 

         営業地域 福島県全域 

              郡山・いわき・福島・会津・白河 

 ・連  絡  先    全店共通   Tel  0120-37-5472  Fax 0247-72-5472  

            

         ホームページ    
                                

 我が浮金地区は、ここ１,２年で田園風景が大きく

変わりました。 

 小さな形の悪い畑や、作業用道路が狭く作業のし

づらい田んぼが、今は大きく形の良い田畑に変わっ

ております。道幅は広くなり側溝は整備され、作業

をするのも楽だろうなと思います。 

 暑い日が続く中、工事を進めてくれました方々に

お礼を言いたいです。私の田畑も、まだ終わったわ

けではありませんが、素晴らしい出来であります。 

 米丌足が心配される最近の社会状況ではあります

が、新しく大きくなった水田で作ったお米を、尐し

でも社会の役に立つようにと努力したいと思ってお

ります。 

 小泉農林大臣様 尐し安心して下さい。 

    「 大きく変わった田園風景 」      

 アミゼ   検索 

ハウスケア部 村上  丈久 

 
 
 
 

秋
を
感
じ
る
時 

 
 

 

９
月
に
入
っ
て
、
ふ
と
気
が
付
く
と
、
空
気
が
変
わ
っ
た

な
と
思
う
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。 

朝
の
空
気
が
ち
ょ
っ
と
ひ
ん
や
り
し
て
い
て
、
窓
を
開
け

た
と
き
に
何
と
も
言
え
な
い
感
覚
に
な
り
ま
す
。 

暑
い
日
も
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
あ
の
真
夏
の
ジ
リ
ジ
リ

し
た
空
気
と
は
違
っ
て
風
が
乾
い
て
い
て
、
す
っ
と
身
体
に

馴
染
む
よ
う
な
感
じ
も
し
ま
す
。 

 

夜
に
な
る
と
聞
こ
え
る
音
も
変
り
、
セ
ミ
や
カ
エ
ル
の
声

か
ら
コ
オ
ロ
ギ
や
鈴
虫
の
音
に
な
っ
て
い
て
、
季
節
が
次

に
進
ん
で
い
る
の
だ
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。 

夏
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
寂
し
さ
と
、
秋
が
来
る
ワ
ク
ワ
ク

が
あ
り
不
思
議
な
感
覚
で
す
。 

 

こ
の
季
節
に
な
る
と
、
秋
は
何
を
し
よ
う
か
な
と
考
え

る
事
が
増
え
る
の
で
す
が
、
今
年
は
新
し
い
こ
と
を
始
め

る
と
い
う
よ
り
は
、
今
あ
る
こ
と
を
ち
ょ
っ
と
丁
寧
に
や
っ

て
い
き
た
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
の
時
期
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
、
「秋
だ
な
」と
思
う
瞬

間
を
大
事
に
し
た
い
で
す
。 

 

皆
様
も
、
自
分
の
中
で
感
じ
る
秋
を
見
つ
け
た
り
し
な

が
ら
、
秋
の
心
地
よ
い
日
々
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

根
本 

大
介 

今月も読んでいただき 

ありがとうございました。 

来月も一生懸命作ります。 

お楽しみに！ 


